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令和 5年度 鈴鹿工業高等専門学校運営諮問会議次第 

 

                        日 時：令和 6年 3月 8日(金) 

                            14 時 00 分～16 時 00 分 

                        場 所：鈴鹿工業高等専門学校 

生物応用化学科棟 3階 

第 3合併講義室 

１． 開  会 

 

２． 配付資料の確認及び日程説明 

 

３． 校長挨拶 

 

４． 出席者紹介 

 

５． 議  事 

 

(１) 鈴鹿工業高等専門学校の概要について 

 

(２) 副校長報告 

・入学者の確保 

・教育の改善 

・学生支援 

・社会との連携 

 

(３) 意見交換 

 

６． 閉  会 



【配付資料一覧】 

 

１. 運営諮問会議次第 

 

２. 座席表 

 

３. 運営諮問会議規則 

 

４. 自己点検評価・改善委員会実施要項 

 

５. 自己点検評価基準 

 

６. 運営諮問会議委員名簿 

 

７. 自己点検評価報告書 

 

８. 議事報告資料 



 
令和5年度鈴鹿工業高等専門学校運営諮問会議議事概要 

 

校長挨拶 

校長から今会議開催の背景及び主旨について説明があった。  

 また令和4年度の運営諮問会議でのご意見を受けての対応の説明と、自己点検評価報告書についてご意見が 

あった内容について総務課長から説明があった。続いて、出席委員の紹介が行われた。 

議事に先立ち、運営諮問会議規則第4条により、竹茂校長が議長に選出された。 

 

議事 

(1)鈴鹿工業高等専門学校の概要について 

校長から、高専と本校の概要及び学生の活躍等に関する説明があった。 

 

(2)4つの分野について 

下古谷副校長から、入学者の確保、教育の改善、学生支援、社会との連携についての説明があった。また 

鈴鹿工業高等専門学校数理・データサイエンス・AI教育プログラムの報告と、高専機構・監事監査の結果に

ついて説明があった。 

 

(3) 意見交換（○運営諮問委員、●鈴鹿高専） 

 〇 今後の起業家工房の運用方法について 

 ● 現在は教職員がついて指導しているが、今後は地域の企業と連携したり、高専OGの起業家たちと連携を

取りながら、学生たちが運用するシステムを計画している。しかし不十分な部分があるので今後の課題と

なっている。 

 

 〇 鈴鹿高専の取組みの㏚方法について 

 ● 報道機関と毎年懇談会を開催して、教職員と報道機関の方々との関係性を向上している。今後も報道機

関から宣伝してもらうためにはより情報発信の回数を増やす必要があると考えている。 

 

 〇 生成AI教育について 

● 来年度、本校にて地域企業と連携した生成AIの授業を行う予定である。また本校学生が生成AIの活用

方法と注意点を学ぶことで、これから高専を目指す中学生にも魅力的な教育機関ということをアピールし

ていきたいと考えている。 

 

 〇 鈴鹿高専ホームページの改善について 

● ホームページの効果については分からない部分があるが、今後もマイナスな印象を受ける掲載は避ける

ようにしていきたい。 

 

  〇 鈴鹿高専ホームページの教員一覧ページに教員の専門分野が一目で分かるようにしてほしい。 
  ● 専門分野が一目で分かるように修正を検討していく。 
 

 



鈴鹿工業高等専門学校運営諮問会議規則 

平成 27 年 12 月 9 日 

規 則 第 1 0 0 号 

 

鈴鹿工業高等専門学校運営諮問会議規則 

 

（設置） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構鈴鹿工業高等専門学校（以下「本校」と

いう。）に、本校の学校運営の充実・発展に資することを目的として、運営諮問会議

（以下「諮問会議」という。）を置く。 

（任務） 

第２条 諮問会議は、次の各号に掲げる事項について、校長の諮問に応じて審議・評

価し、校長に対して提言、助言又は勧告等を行う。 

 (1) 本校の教育研究上の目的を達成するための基本的な計画に関する重要事項 

 (2) 本校の教育研究活動等の状況について、本校が行う点検・評価に関する重要事  

項 

 (3) その他本校の運営に関する重要事項 

（組織） 

第３条 諮問会議は、校長が委嘱した次の各号に掲げる若干名の委員で組織する。 

(1) 学外委員 

 ア  高等教育機関及び研究機関に在職する者 

 イ 産業界及び地方公共団体等の関係者 

 ウ 本校の卒業生 

 エ その他本校に関し学識及び経験を有する者 

(2) 学内委員 

 ア  校長 

 イ 副校長 

 ウ 事務部長 

 エ その他校長が必要と認めた主事 

２ 前項第１号の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生

じた場合の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（議長） 

第４条 諮問会議に議長を置き、校長をもってあてる。 

２ 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する委員が、その職務を代行す

る。 

（諮問会議の開催） 

第５条 諮問会議は、校長が招集する。 

２ 諮問会議は、少なくとも年１回開催するものとする。 

３ 諮問会議は、必要に応じて専門委員会を置くことができる。 

４ 諮問会議が必要と認めたときは、委員以外の者を出席させ、意見を聴くことがで

きる。 

（守秘義務） 

第６条 委員は、その役割を遂行する上で知り得た情報を漏えいしてはならない。 



（庶務） 

第７条 諮問会議の庶務は、総務課において処理する。 

（補則） 

第８条 この規則に定めるもののほか、諮問会議の運営に関し必要な事項は、諮問会

議が定める。 

 

   附 則 

１ この規則は、平成 27 年 12 月 9 日から施行する。 

２ 鈴鹿工業高等専門学校外部評価委員会規則（平成 16 年 9 月 6 日制定鈴鹿工業高等

専門学校規則第 67 号）は、廃止する。 
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